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１．開催概要 

１）目 的 

「建設技術報告会」は、北陸地方における建設事業の円滑な推進を図るため、官公庁及び民間の建設会

社において、新たに研究開発された新技術、新工法等を報告することにより、研究開発技術の普及を図る

事を目的に開催されました。 

本報告会は、平成７年度から開催され、今回で１５回目の開催となりました。 

 

２）開催日時 

■平成２２年 ９月３０日（木）  ９時００分～１６時３０分 

●受  付 

９時００分～１６時３０分  ３階ロビー（ホワイエ） 

●開 会 式 

９時３０分～ ９時４０分  ３階 第１会場（メインホール） 

開会挨拶 北陸地方整備局 企画部長  小池 幸男 

●基調講演 

９時４０分～１０時２５分  ３階 第１会場（メインホール） 

演 題 「日本の治水に貢献した蘭人工師」 

－ローウェンホルスト・ムルデル－ 

－ヨハネス・デ・レイケ－ 

講演者 富山県郷土史会長  前田 英雄 氏 

●技術報告（分科会方式） 

１０時３５分～１６時１０分 

第１会場 ３階 メインホール 

第２会場 ２階 多目的会議室２０１～２０３ 

●閉 会 式 

１６時２０分～１６時３０分  ３階 第 1会場（メインホール） 

総評、閉会挨拶 平成22年度「建設技術報告会」実行委員長  矢田 弘 

（北陸地方整備局 北陸技術事務所長） 

閉会式終了後の１６時３０分から３階ロビー（ホワイエ）で「ＣＰＤ／ＣＰＤＳ」の受講証明書

の発行を行いました 

 

３）開催場所 

■会場施設 

富山国際会議場（大手町フォーラム） 

住 所：〒９３０－００８４ 富山市大手町１番２号 

ＴＥＬ：０７６－４２４－５９３１ 

ＵＲＬ：http://www.ticc.co.jp/ 

施設駐車場：富山国際会議場地下駐車場／１２５台 
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●交通アクセス 

ＪＲ富山駅より 徒歩で約１５分 

バスで約５分→｢城址公園前｣下車 徒歩３分 

市内電車(セントラム)で約５分→｢国際会議場前｣電停下車 徒歩０分 
富山空港より  タクシーで約２０分 

空港連絡バスで約２５分→｢総曲輪｣バス停下車 徒歩２分 
北陸自動車道  ｢富山Ｉ.Ｃ｣から約１５分 

 

■使用会場 

●メインホール[３階] ――― 第１会場：開会式・基調講演・技術報告・閉会式 

聴講席：３階４１８席（４階３９４席） 

●ホワイエ  [３階] ――― パネル展示コーナー／ＮＥＴＩＳ等登録技術コーナー 

●控室１   [３階] ――― 講師・来賓控室 

●控室２・３ [３階] ――― 事務局控室（運営スタッフ） 

●多目的会議室[２階] ――― 第２会場：技術報告 

聴講席：２３２席（スクール７２席、シアター１６０席） 

注）聴講者数が５００名を超過したため、「開会式」及び「基調講演」時にはメインホールの４階部分を

一部開放し対応した。 
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４）構成と報告時間 

基調講演と技術報告の２部構成とし、技術報告は２会場の分科会方式とした。 

報告時間は「発表者入替」「プレゼンデータ立ち上げ」を含めて１技術１５分とし、各グループの報告

終了毎に５分間の質疑･応答時間を設けた。 

■第1会場：メインホール（3F）

■第2会場：多目的会議室 201～203（2F）
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５）報告技術のテーマ 

北陸地方の建設技術の基本課題のテーマ（５テーマ）に「その他」を含めた６テーマの分類により、合

計３４技術の技術報告を行った。 

   ①雪に強い地域づくり 

   （克雪対策、冬期道路交通の安全確保･安全性に関する新技術等） 

   ②良いものを安く 

   （コスト縮減、省力化に関する新技術等） 

   ③自然災害からの安全確保 

   （危機管理、土石流などの防災に関する新技術等） 

   ④環境の保全と創造 

   （建設副産物、リサイクル関する新技術等） 

   ⑤ゆとりと福祉 

   （情報化に関する新技術等） 

   ⑥そ の 他 

   （上記のテーマ①～⑤に属さない新技術等） 

 

テーマ 報告技術

①雪に強い地域づくり 1

②良いものを安く 14

③自然災害からの安全確保 6

④環境の保全と創造 6

⑤ゆとりと福祉 1

⑥その他 6

合計 34

【テーマ別報告技術数】
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６）主催構成機関及び実行委員会構成員 

■主催構成機関 

主催は、『北陸地方建設事業推進協議会 平成２２年度｢建設技術報告会｣実行委員会』である。 

以下に実行委員会の構成機関（２３機関）を示す。 

なお、今年度は(社)日本橋梁建設協会北陸事務所が新規加盟した。 

北陸地方整備局／新潟県／富山県／石川県／新潟市／東日本高速道路(株)新潟支社 

中日本高速道路(株)金沢支社／(社)日本土木工業協会北陸支部 

(社)日本道路建設業協会北陸支部／(社)建設コンサルタンツ協会北陸支部 

(社)日本建設機械化協会北陸支部／(社)新潟県建設業協会／(社)富山県建設業協会 

(社)石川県建設業協会／北陸土木コンクリート製品技術協会 

(社)プレストレスト・コンクリート建設業協会北陸支部／北陸ＰＣ防雪技術協会 

(社)新潟県融雪技術協会／(財)新潟県建設技術センター／北陸地質調査業協会 

(社)日本埋立浚渫協会北陸支部／(社)北陸建設弘済会／(社)日本橋梁建設協会北陸事務所 

 

■実行委員会構成員 

役 員 所 属 役 職 備 考 

委員長 北陸地方整備局 北陸技術事務所 事務所長  

副委員長 北陸地方整備局 新潟港湾空港技術調査事務所 事務所長  

委 員 北陸地方整備局 企画部 施工企画課 課長  

委 員 北陸地方整備局 港湾空港部 海洋環境・技術課 課長  

委 員 新潟県 土木部 技術管理課 土木工事検査監 会計監査員 

委 員 富山県 土木部 建設技術企画課 技術指導係長  

委 員 石川県 土木部 監理課 技術管理室 課長補佐  

委 員 新潟市 工事検査センター 次長  

委 員 東日本高速道路(株)新潟支社 総合調整部 技術企画課 課長代理  

委 員 
中日本高速道路(株)金沢支社 コーポレート部 

企画調整チーム兼総務チーム 
サブリーダー  

委 員 (社)日本土木工業協会 北陸支部 契約積算・技術副委員長  

委 員 (社)日本道路建設業協会 北陸支部 幹事長  

委 員 (社)建設コンサルタンツ協会  北陸支部 広報委員長  

委 員 (社)日本建設機械化協会 北陸支部 普及部会委員  

委 員 (社)新潟県建設業協会 業務部長  

委 員 (社)富山県建設業協会 常務理事  

委 員 (社)石川県建設業協会 参与  

委 員 北陸土木コンクリート製品技術協会 技術委員長  

委 員 (社)プレストレスト・コンクリート建設業協会 北陸支部 広報部会長  

委 員 北陸ＰＣ防雪技術協会 事務局長  

委 員 (社)新潟県融雪技術協会 技術委員長  

委 員 (財)新潟県建設技術センター 情報管理部長  

委 員 北陸地質調査業協会 事務局長  

委 員 (社)日本埋立浚渫協会 北陸支部 技術委員長  

委 員 (社)北陸建設弘済会 技術部長  

委 員 (社)日本橋梁建設協会 北陸事務所 所長  
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７）聴講者数及び聴講者数の推移 

■聴講者数 

本年度の聴講申込人数及び聴講実績人数は下表のとおりである。 

【平成２２年度「建設技術報告会」 聴講者集計表】 

国土交通省 北陸地方整備局 22 41

他地方整備局 0 0

その他省庁・公団 その他省庁・公団 0 0

自治体関係 新潟県 1 1

新潟県　市町村 0 0

富山県 47 37

富山県　市町村 6 4

石川県 4 4

石川県　市町村 0 0

長野県 1 1

福島県 0 0

山形県 0 0

富山市 1 1

82 89

民間：主催協会 東日本高速道路(株) 15 13

中日本高速道路(株) 3 1

(社)日本土木工業協会 36 30

(社)日本道路建設業協会 26 25

(社)建設コンサルタンツ協会 17 18

(社)日本建設機械化協会 11 13

(社)新潟県建設業協会 3 2

(社)富山県建設業協会 152 119

(社)石川県建設業協会 30 26

北陸土木コンクリート製品技術協会 4 4

(社)プレストレスト・コンクリート建設業協会 0 0

北陸ＰＣ防雪技術協会 0 1

(社)新潟県融雪技術協会 9 8

(財)新潟県建設技術センター 3 3

北陸地質調査業協会 8 8

(社)日本埋立浚渫協会 30 28

(社)北陸建設弘済会 23 20

(社)日本橋梁建設協会 10 6

380 325

民間：その他 一般（加入協会不明を含む） 100 99

100 99

学校 0 0

報道 0 4

発表者 34 34

34 38

（官 公 庁　合計） 85 92

（民　  間　合計） 511 459

申込 実績

4122

小　計

小　計

機関・団体名

小　計

1

41

4

小　計

4

1

53

合　計 551596
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■「建設技術報告会」聴講者数の推移 

【「建設技術報告会」聴講者数（第１回～第１５回）】 

　　　　    開催年
内訳

1995 1996 1997 1998 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010

国土交通省等 39 68 112 94 100 89 72 72 80 105 45 47 33 47 43

自治体 39 202 116 129 69 86 87 50 31 34 18 29 24 23 49

民間（協会等） 189 373 430 206 364 401 471 354 360 319 278 302 404 343 459

学校 0 0 0 0 0 3 0 35 7 0 0 0 0 0 0

合計 267 643 658 429 533 579 630 511 478 458 341 378 461 413 551

開催地 新潟市 富山市 新潟市 金沢市 富山市 金沢市 富山市新潟市 新潟市新潟市
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注）１．発表者及び報道関係者は、「民間（協会等）」に含む。 

２．「自治体」には、市町村関係者を含む。 

 

 

  
第1会場 第 2会場 
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２．実施内容 

１）開会式 

２）基調講演 

３）技術報告 

 

時  間：９時３０分～９時４０分 

会  場：第1会場〔メインホール〕 

開会挨拶：北陸地方整備局 企画部長 小池 幸男 

司  会：北陸技術事務所 副所長  柴澤 一嘉 

 

時  間：９時４０分～１０時２５分 

会  場：第1会場〔メインホール〕 

演  題：「富山県の治水に貢献したオランダ人技師」 

       －ローウェンホルスト・ムルデル－ 

       －ヨハネス・デ・レイケ－ 

講 演 者：富山県郷土史会長  前田 英雄 氏 

司  会：北陸技術事務所 副所長  柴澤 一嘉  

 

時  間：１０時３５分～１６時１０分 

会  場：第１会場〔メインホール〕 １７技術  

     第２会場〔多目的会議室〕 １７技術 

司  会：第１会場 (社)日本土木工業協会 北陸支部（鹿島建設㈱）   山崎 久義 

          北陸地方整備局 企画部 施工企画課 課長補佐   石田 正樹 

     第２会場 (社)日本道路建設業協会 北陸支部（朝日建設㈱）  林 常夫 

          北陸地方整備局 港湾空港部 海洋環境・技術課 課長補佐  高橋 信幸 

  

第1会場 報告状況 第2会場 報告状況 
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４）閉会式 

 

５）報告技術一覧 

技術報告は以下の３４技術の発表を行った。 

【報告技術一覧表（主催機関・団体別）】 

（その１） 

主催機関・団体名 
テーマ 

番号 
報告技術名 機関・会社名・所属 

国土交通省 

北陸地方整備局 
④ 生分解素材を用いた野芝種子シートの開発 北陸技術事務所 技術課 

 ② 無人・有人対応型草刈機の開発 北陸技術事務所 施工調査課 

富山県 ⑥ 富山大橋の整備について 
富山土木センター 管理検査課 

プロジェクト推進班 

(社)日本土木工業協会 

北陸支部 
④ 

スムースボード工法 

高欄リニューアルの事例 

㈱大林組 本社 生産技術本部 

特殊工法部 

 ② 
イージーラーメン橋 

（Ｈ鋼を用いた門形ラーメン橋） 

㈱加賀田組 営業事業本部 

テクノワークスセンター 

 ③ エコマックス（可塑性注入材） 
㈱熊谷組 土木事業本部 

リニューアル事業部 

 ③ 
斜面スリット型透過式ケーソン 

「S-VHS工法」の開発 
五洋建設㈱ 技術研究所 

 ④ 
掘削廃棄物の選別処理作業における環境保

全対策 

佐藤工業㈱ 

環境・多角化事業推進部 

 ④ 
環境にやさしいPETセグメントの開発と実

用化 

清水建設㈱ 土木技術本部 

シールド統括部 

 ③ 
構造物直下の地盤改良工法 

－グランドフレックスモール工法－ 

大成建設㈱ 技術センター 

土木技術研究所 

 ② パーマコート工法の概要と適用事例 ㈱竹中土木 名古屋支店 営業部 

 ② 
トンネル覆工コンクリートのひび割れゼロ

を目指す「前田覆工マルチ工法」の開発 

前田建設工業㈱ 土木事業本部 

土木部 トンネルグループ 

 ⑥ 
SKILLS超長距離圧送ネオグラウト工法の開

発 
名工建設㈱ 土木本部 土木技術部 

(社)日本道路建設業協会 

北陸支部 
⑥ 

振動ローラの加速度応答による舗装工事の

品質管理技術 

大林道路㈱ 技術研究所 

工法研究室 

 ④ 延長床版システムプレキャスト工法 ㈱ガイアートT･K 本社 技術部 

 ② 透水性コンクリート舗装のプレパック化 ㈱ガイアートT･K 技術研究所 

 

時  間：１６時２０分～１６時３０分 

会  場：第1会場〔メインホール〕 

閉会挨拶：「建設技術報告会」実行委員長 矢田 弘 

（北陸地方整備局 北陸技術事務所長） 

司  会：北陸技術事務所 副所長  柴澤 一嘉 
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（その２） 

主催機関・団体名 
テーマ 

番号 
報告技術名 機関・会社名・所属 

(社)日本道路建設業協会 

北陸支部 
② 

路面モニタリングのための加速度計等を搭

載した簡易型測定車の開発 

鹿島道路㈱ 生産技術本部 

技術研究所 

 ④ 
環境に優しいポリマー改質アスファルト 

ECOバインダー・シリーズ 
東亜道路工業㈱ 北陸支社 技術部 

 ⑤ 
ロードサスペイブ 

～道路交通振動低減型舗装～ 
前田道路㈱ 北陸支店 技術課 

 ② 
加熱アスファルト系表面処理工法の開発に

ついて 
日本道路㈱ 北信越支店 

(社)日本建設機械化協会 

北陸支部 
⑥ プレキャストRC版舗装の汎用例 

プレキャストRC版舗装協会 

（福田道路㈱ ） 

 ② 

コンクリートスマートオーバーレイ工法に

ついて～狭小橋梁に対応した床版増厚コン

クリート工法の開発～ 

㈱ＮＩＰＰＯ 北信越支店 

技術センター 

北陸土木コンクリート製品技

術協会 
② ワイドウォール工法 ㈱ミルコン 北陸営業部 

 ③ 「コニカルマット工法」の開発について ㈱アドヴァンス 開発部 

 ③ 
鉄筋コンクリート集水井 

設計・施工マニュアル 

鉄筋コンクリート集水井検討委員会 

（㈱アドヴァンス） 

(社)ﾌﾟﾚｽﾄﾚｽﾄ・ｺﾝｸﾘｰﾄ建設

業協会北陸支部 
② 

ニッケル被覆炭素繊維シートを用いた電気

防食工法の開発 

オリエンタル白石㈱ 東京支店 

新潟営業所 

北陸ＰＣ防雪技術協会 ③ 
雁木工法（１車線対応PCスノーシェッド）

の施工報告 
日本サミコン㈱ 工務部 

(社)新潟県融雪技術協会 ① 
メンテナンス対応型消雪パイプブロックの

改良について 
㈱興和 水工部 

(社)日本埋立浚渫協会 

北陸支部 
⑥ 

静的圧入締固め工法の液状化対策効果と隆

起抑制対策 
㈱本間組 土木事業本部 土木部 

 ⑥ 潜水作業管理システムの開発 ㈱本間組 土木事業本部 土木部 

 ② 
SPD-M工法（不透気部付きドレーンを用いた

真空圧密工法）の開発 

東亜建設工業㈱ 

技術研究開発センター 

 ② 新しい消波ブロック －テトラネオ－ 
㈱不動テトラ 

ブロック環境事業本部 

(社)北陸建設弘済会 ② 
ジオテキスタイル二重壁補強土壁工法  

設計・施工マニュアルの発刊 

ジオテキスタイル二重壁補強土壁工法

検討委員会（アデムウォール協会） 

(社)日本橋梁建設協会 

北陸事務所 
② 進化する鋼橋 

(社)日本橋梁建設協会 

（佐藤鉄工㈱ 技術部） 

注）テーマ番号  ① 雪に強い地域づくり  ② 良いものを安く  ③ 自然災害からの安全確保 

         ④ 環境の保全と創造   ⑤ ゆとりと福祉   ⑥ その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 10 - 

６）パネル展示コーナー 

主催機関の傘下会社で開発された新技術・新工法などを対象に技術パネルの展示コーナーを併設した。 

なお、技術パネルの展示は展示希望を募り、展示希望のあった３６技術の技術パネルの展示及び技術パネ

ルの紹介パンフレットの配布を行った。 

時 間：９時００分～１６時３０分（会期中常設） 

会 場：３階ロビー（ホワイエ） 

【パネル展示一覧表】 

（その１） 

№ 技 術 名 機関・会社名・所属 パンフ 

国土交通省 北陸地方整備局 

1 ＮＥＴＩＳ（新技術情報提供システム） 北陸技術事務所 技術情報管理官 2 

新潟県 

2 Ｍａｄｅ ｉｎ 新潟 新技術普及・活用制度 土木部 技術管理課 5 

(社)日本土木工業協会 北陸支部 

3 スムースボード工法 高欄リニューアルの事例 ㈱大林組 本社生産技術本部 特殊工法部 1 

4 イージーラーメン橋（H鋼を用いた門形ラーメン橋） 
㈱加賀田組 営業事業本部 

テクノワークスセンター 
1 

5 マックスＡＺ（水中不分離性高流動無収縮モルタル） ㈱熊谷組 北陸支店 土木部 工事管理G  1 

6 Ｓ－ＶＨＳ工法 五洋建設㈱ 北陸支店 営業部 1 

7 市内電車・富山環状線における制振軌道技術 佐藤工業㈱ 北陸支店 土木事業部 土木部 0 

8 
構造物直下の地盤改良工法 

－グランドフレックスモール工法－ 
大成建設㈱ 北信越支店 土木部 技術室 2 

9 前田覆工マルチ工法 前田建設工業㈱ 北陸支店 営業グループ 1 

10 ＳＫＩＬＬＳ超長距離圧送ネオグラウト工法の開発 名工建設㈱ 北陸支店 営業部 1 

11 ＳＰ－ＴＯＭ 鹿島建設㈱ 北陸支店 営業部 1 

12 エコクーリング舗装 戸田建設㈱ 北陸支店 1 

13 自由断面発破工法「ＳＧ－Ｂｌａｓｔｉｎｇ」 西松建設㈱ 北陸支店 土木部 1 

(社)日本道路建設業協会 北陸支部 

14 オークサイレント 大林道路㈱ エンジニアリング部 1 

15 延長床版システムプレキャスト工法 ㈱ガイアートＴ・Ｋ 北陸支店 営業部 1 

16 Ｌ・Ｌライン 鹿島道路㈱ 北陸支店 工事部 技術課 1 

17 
環境に優しいポリマー改質アスファルト 

「ＥＣＯバインダー・シリーズ」 
東亜道路工業㈱ 北陸支社 技術部 2 

18 加熱アスファルト系表面処理工法の開発について 日本道路㈱ 北信越支店 1 

19 サーモスカラー ㈱佐藤渡辺 1 

20 玉砂利自然石舗装「じゃりみち」 世紀東急工業㈱ 技術部 1 

21 グレーチングストッパーＳＰ 丸運建設㈱ 事業開発室 3 

(社)日本建設機械化協会 北陸支部 

22 リバーシブル型プレキャストＲＣ版舗装工法 プレキャストＲＣ版舗装協会（福田道路㈱ ） 1 

23 コンクリートスマートオーバーレイ工法 ㈱ＮＩＰＰＯ 北信越支店 技術センター 1 
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（その２） 

№ 技 術 名 機関・会社名・所属 パンフ 

(社)新潟県建設業協会 

24 リサイクル緑化工法（イソイル緑化工法） 小柳建設㈱ 本社 営業本部 2 

(社)富山県建設業協会 

25 ハイパワースノーフェンス工法（ＨＳＦ工法） 三和ボーリング㈱ 3 

北陸土木コンクリート製品技術協会 

26 ワイドウォール工法 ㈱ミルコン 北陸営業部 富山営業所 2 

27 「コニカルマット工法」の開発について ㈱アドヴァンス 開発部 1 

28 皿型ＶＳ（皿形タイプ） ㈱ホクエツ信越 新潟営業所 1 

29 バリアーフリー縦断管（排水性舗装対応） ㈱ホクエツ北陸 金沢営業所 3 

30 ＳＰＬ工法 藤林コンクリート㈱ 1 

北陸ＰＣ防雪技術協会 

31 Ａｐ_ｐａｓｓ工法 日本サミコン㈱ 企画管理部 1 

(社)日本埋立浚渫協会 北陸支部 

32 カキ殻を活用した屋上緑化工法 ㈱本間組 建築事業本部 建築営業部 1 

33 マジックボール 
東亜建設工業㈱ 北陸支店 土木事業部 

技術課 
1 

34 テトラネオ 
㈱不動テトラ ブロック環境事業本部 

北陸技術部 
1 

(社)北陸建設弘済会 

35 
ジオテキスタイル二重壁補強土壁工法 設計・施工マニ

ュアルの発刊 

ジオテキスタイル二重壁補強土壁工法検討委員

会（アデムウォール協会） 
1 

(社)日本橋梁建設協会 北陸事務所 

36 進化する鋼橋 (社)日本橋梁建設協会（佐藤鉄工㈱） 3 

 

パンフレット数 合計 52 

 

 

  

パネル展示コーナー 
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７）ＮＥＴＩＳ等登録技術コーナー 

「新技術情報提供システム（NETIS）」及び「Made in 新潟 新技術普及・活用制度」などの登録技術を

対象にパンフレット配布による技術紹介コーナーを併設した。 

なお、パンフレットは配布希望を募り、希望のあった３８技術の紹介パンフレットを配布した。 

時 間：９時００分～１６時３０分（会期中常設） 

会 場：３階ロビー（ホワイエ） 

【NETIS等登録技術一覧表】 

（その１） 

№ 技術名 会社名・所属 
注） 

登録機関名 
登録番号 

(社)日本土木工業協会 北陸支部 

1 イージースラブ橋（Ｈ鋼桁床版橋） 
㈱加賀田組 営業事業本部 

テクノワークスセンター 

国土交通省 

石 川 県 

HR-020028-A 

1 

2 サポートライニング工法 ㈱熊谷組 北陸支店 土木部 工事管理G  国土交通省 KT-050047-A 

3 ＲＣＴ工法 
佐藤工業㈱ 北陸支店 土木事業部 

土木部 
国土交通省 KT-070032-A 

4 エコクーリング舗装 戸田建設㈱ 北陸支店 国土交通省 KT-070004-A 

(社)日本道路建設業協会 北陸支部 

5 オークサイレント 大林道路㈱ エンジニアリング部 国土交通省 KK-980011-A 

6 延長床版システムプレキャスト工法 ㈱ガイアートＴ・Ｋ 北陸支店 営業部 国土交通省 KT-090058-A 

7 Ｌ・Ｌライン 鹿島道路㈱ 北陸支店 工事部 技術課 国土交通省 HK-080012-A 

8 遮水型排水性舗装（ＰＯＳＭＡＣ） 

東亜道路工業㈱ 北陸支社 技術部 

国土交通省 KT-040084-V 

9 ＲＣメッシュＧ 国土交通省 KT-010233-A 

10 ＴＯＡピュアカラー 国土交通省 KT-060054-A 

11 アメニウレタン舗装 

日本道路㈱ 北信越支店 

国土交通省 TH-990054-V 

12 シャットファルト 国土交通省 SK-040008-A 

13 セミホットペーブ 国土交通省 QS-040029-V 

14 シンシンブロック槽 ㈱佐藤渡辺 国土交通省 KT-990581-A 

15 グレーチングストッパーＳＰ 

丸運建設㈱ 事業開発室 

国土交通省 

新 潟 県 

HR-050026-A 

18D1045 

16 グレーチングストッパー 
国土交通省 

新 潟 県 

HR-030035-A 

18D1044 

(社)日本建設機械化協会 北陸支部 

17 
リバーシブル型プレキャストＲＣ版

舗装工法 

プレキャストＲＣ版舗装協会 

（福田道路㈱ ） 
国土交通省 HR-990034-A 

18 ランブルストリップス 

㈱ＮＩＰＰＯ 北信越支店 技術センター 

国土交通省 HK-030032-V 

19 クールパービアス 国土交通省 TH-020057-A 

20 エコファイン 国土交通省 CB-980017-A 

21 ストリートプリント 国土交通省 KT-980120-A 
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（その２） 

№ 技術名 会社名・所属 
注） 

登録機関名 
登録番号 

北陸土木コンクリート製品技術協会 

22 ワイドウォール工法 ㈱ミルコン 北陸営業部 富山営業所 国土交通省 SK-050012-A 

23 連結空積ブロック｢ふる里｣ 

㈱アドヴァンス 開発部 

国土交通省 HR-020013-A 

24 大型残存パネル 
国土交通省 

新 潟 県 

HR-070014-A 

21D1013 

25 組立集水井筒（シールド式） 
国土交通省 

新 潟 県 

HR-030016-A 

18D2003 

26 フレックス笠コンブロック 
国土交通省 

新 潟 県 

HR-990108-V 

21D1014 

27 スーパーグラストン 国土交通省 HR-080026-A 

28 ユニバーサル側溝 ㈱ホクエツ信越 新潟営業所 新 潟 県 21D1005 

29 ＳＰＬ工法 藤林コンクリート㈱ 国土交通省 TH-010027-A 

北陸ＰＣ防雪技術協会 

30 雁木工法 

日本サミコン㈱ 企画管理部 

新 潟 県 18D2025 

31 
ランクアップフェンス 

（小規模落石防護柵） 
国土交通省 HR-090013-A 

32 支柱脚部改良型鋼製吊柵 新 潟 県 20D1017 

(社)日本埋立浚渫協会 北陸支部 

33 トゥーリフレッシャーシステム ㈱本間組 土木事業本部 土木部 
国土交通省 

新 潟 県 

HR-990011-A 

18D1012 

34 カキ殻を活用した屋上緑化工法 ㈱本間組 建築事業本部 建築営業部 
国土交通省 

新 潟 県 

HR-090001-A 

21K1001 

35 ガンパイル工法 
東亜建設工業㈱ 北陸支店 土木事業部 

技術課 
国土交通省 KT-990499-A 

36 ペルメックス 
㈱不動テトラ ブロック環境事業本部 

北陸技術部 

国土交通省 KT-090024-A 

37 ドロスⅡ型 国土交通省 SKK-090004-A 

(社)北陸建設弘済会 

38 
ジオテキスタイル二重壁補強土壁工

法 設計・施工マニュアルの発刊 

ジオテキスタイル二重壁補強土壁工法検討

委員会（アデムウォール協会） 
国土交通省 KK-020061-V 

注） 国土交通省－「新技術情報提供システム（NETIS）」 

    新 潟 県－「Made in 新潟 新技術普及・活用制度」 

    石 川 県－「石川県 建設新技術認定・活用制度」 

 

  
NETIS等登録技術コーナー 
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８）ＣＰＤ／ＣＰＤＳ認証プログラム 

 社会資本整備に携わる建設技術者の技術力向上の場として、本報告会を積極的に活用していただくこと

を目的に、平成２０年度より建設系 CPD 協議会による「CPD（継続教育）」プログラム及び社団法人

全国土木施工管理技士会連合会による「CPDS（継続学習制度）」の認定講習となっており、その対象者へ

の受講証明の交付を行った。 

■受講受付 

時 間：９時００分～１０時００分 

場 所：３階ロビー（ホワイエ） 

聴講受付－受講証明書引換券配付 

■受講証明発行 

時 間：１６時３０分～１７時００分 

場 所：３階ロビー（ホワイエ） 

CPD／CPDS受付－引換券により受講証明書発行 

平成22年度 受講証明書交付数：275人（CPD－87人 CPDS－188人） ＊講者数の約50％  

 

  
CPD受講証明書引換券 CPDS受講証明書引換券 

  
CPD受講証明書 CPDS受講証明書 

  

 

CPD／CPDS受講案内 CPD／CPDS受講証明発行 
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３．準備及び運営・設営 

１）スケジュール 

平成２２年度「建設技術報告会」は、下記のとおり実施した。 

実行委員会等

北陸地方建設事業推進協議会 ●

運営委員会 3/10

実行委員会事前準備

会計監査 ●

11/16

実行委員会 ● ●

・規約（案）の協議・承認 ・実施状況報告

協議・決定事項等 ・実施計画（案）の協議・承認 ・決算報告

・予算（案）の協議・承認

報告技術募集及び原稿作成等

案内原稿作成(チラシ） 報告技術募集 聴講募集

ホームページ開設・運営 報文･パネル等募集 開催告知 聴講募集 作成 開催結果

5/13 6/4 6/18 7/20 9/10 10月下旬 12月下旬

報告技術募集・取りまとめ

（主催機関） 　 5/13 6/18

報告技術検討・選定

6/21 7/15

採否通知

（事務局） 7/15

報告論文原稿作成・提出

（報告技術発表者） 7/15 8/16

プレゼンデータ作成・提出

（報告技術発表者） 7/15 8/31

パネル展示募集・取りまとめ

（主催機関）  5/13 6/18 　

 5/13 6/18 　

聴講募集（主催機関等） 延長期間

7/20 9/10 9/22

報告論文集（ＣＤ版）作成 校正･作成 CD作成 ●発表者発送

8/9 8/31 9/15 ●主催機関発送

　 10/8

その他

記念講演者依頼・報道投込み 基調講演者選定及び依頼 ●報道関係への投げ込み

6月下旬 9/15

CPD／CPDSプログラム登録申請

7月中旬

報告会開催 ●

9/30(木)

１１月 １２月６月 ７月 ８月 ９月 １０月５月

NETIS等登録技術パンフレット配布募集・取り
まとめ（主催機関等）

●

３月 ４月

北陸地方建設事業推進協議会  平成22年度 「建設技術報告会」運営スケジュール

5/12 11/25

作成

 

２）主な経緯 

会 議 名 等 実施日時 会 場 内 容 

平成22年度 

北陸地方建設事業推進協議会 

運営委員会 

平成22年3月10日（火） 
北陸地方整備局 

４階 会議室 
｢建設技術報告会｣の開催承認 

平成22年度｢建設技術報告会｣ 

第1回実行委員会 

平成22年5月12日（水） 

14時 30分～16時00分 

北陸地方整備局 

４階 共用会議室 

規約（案）の協議・承認 

実施計画（案）の協議・承認 

予算（案）の協議・承認 

平成22年度｢建設技術報告会｣ 

実行委員会新規加盟機関について 
平成22年5月28日（水） 

主催機関へ回答依頼（送

付状） 

(社)日本橋梁建設協会の実行委員

会加盟の可否検討→承認 

平成22年度｢建設技術報告会｣開催 
平成22年9月30日（木） 

9時00分～17時00分 

富山国際会議場 

3階メインホール 

2階多目的会議室 

報告会開催 

平成22年度｢建設技術報告会｣ 

第2回実行委員会 

平成22年11月 25日（木） 

13時 15分～14時30分 

北陸地方整備局 

４階 会議室 

実施結果報告 

決算報告 

次回開催について 
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３）運営体制 

報告会当日は、主催構成機関・団体からの運営スタッフ及び会場施設スタッフの33名（官：19名、民：

14名）の協力により実施した。 

【運営体制表】 
その他

1人

1
(4)

（田岡 浩太郎）

1
(1)

1
(1)

施設担当
スタッフ

9:30-9:40 開会式
9:40-10:25 基調講演
16:20-16:30 閉会式

2
(2)

全体写真係 8:30- 17:00
（実施状況・開閉会・基調講演）

4
(5)

道路建設業協会 建設機械化協会
担当・対応時間・会場等

運営

人員

北陸地方整備局 富山県 埋立浚渫協会

16人 3人 3人 3人 3人 2人 2人

富山建設業協会 土木工業協会

受

　

付

　

係

聴講受付

9:00-16:30
受付開始 → 閉会終了

（終日）

9:00-10:25 受付開始 → 講演終了

CPD/CPDS

受付

9:00-17:00 受付開始 → 最終

（終日）

16:30-17:00

3 糸谷  寛 相川 晴香 荒川 まさ子

9

谷  宗行 寺島 秀峰 早川 文夫

吉田 明美

村上 まどか 北島 信行

喜田  敦 中川 優子 久才 幹夫

3

山本 茂樹

谷澤 俊夫

田邊  剛

閉会終了 → 最終

（石田 正樹）

（高橋 信幸）

樋口 昌幸

（小林 弘朗） 

技

　

術

　

報

　

告

司会係

10:35-14:00

（Ⅰ・Ⅱ） 第1会場

会場照明係 10:35-16:10
第1会場

写真係

9:00-10:25
全体

（開会・講演）

山崎 久義

14:00-16:10

（Ⅲ・Ⅳ）
（石田 正樹）

10:35-14:00

（Ⅰ・Ⅱ） 第2会場
林  常夫

14:00-16:10

（Ⅲ・Ⅳ）
（高橋 信幸）

時間管理係 10:35-16:10
第1会場 (1) （寺島 秀峰）

第2会場 (1) （谷  宗行）

パソコン係 10:35-16:10
第1会場 (1) （喜田  敦）

第2会場 (1) （早川 文夫）

マイク受渡係 10:35-16:10
第1会場 (2) （中川 優子） （北島 信行）

第2会場 (2) （吉田 明美） （久才 幹夫）

1

第2会場 (1) （村上 まどか）

2
神蔵 昌士

安藤 敏宏

10:35-16:10
第1会場 (1) （神蔵 昌士）

第2会場 (1) （安藤 敏宏）

事

　

務

　

局

総合司会 1
柴澤 一嘉

来賓対応 9:00-11:00 第1会場 講師来賓控室 1 宮村 兵衛

マスコミ対応

10:25- 16:10

受付常駐

（柴澤 一嘉）

9:00-14:00

16:10-16:30
石田 正樹

9:00-14:00

16:10-16:30
高橋 信幸

9:00-16:30

（適宜）
（古川 貴英）

連絡調整係 8:30- 17:00 会場全体 1 古川 貴英

会場全体 1 加藤  学

運営設営係

9:30-9:40

10:25-10:35

16:10-16:20

第1会場 （配置替え）

（加藤  学）

田岡 浩太郎

林　久之

岡　大人

16:20-17:00 （パネル撤収）

（古川 貴英）

（山本 茂樹）

（谷澤 俊夫）

（田邊  剛）

小林 弘朗 

池田   弘

接　遇　係 8:30- 11:00 講師来賓控室 1 小林 千世

講師送迎 8:30-12:00 1

 

その他

企画部 港湾空港部 新潟 北陸 施設

施工企画課 海洋環境・技術課 技調 技術 スタッフ

5 1 1 9 16 3 3 3 3 2 2 16 1 33

小計

機関・団体別　スタッフ人数

国土交通省　北陸地方整備局 主催　協力機関・団体

合計
小計 富山県 富建協 土工協 道建協 機械協 埋浚協

 
 

運営スタッフ打合せ状況 
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４）会場設営 

■フロアマップ 

２・３階フロアの使用会場の位置を示す。 
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■フロアレイアウト図 

 

 

  

催事案内（看板・イーゼル設置） 受付誘導表示 
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会場表示（第2会場） アンケート・質問用紙回収所 
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聴講受付 CPD/CPDS受付 パネル展示コーナー NETIS登録技術コーナー 

    
会場表示（第1会場） 控室表示 

（講師来賓・事務局） 

講師・来賓控室 事務局控室 
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■会場詳細レイアウト図 

■第1会場（メインホール） 
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■第２会場（多目的会議室２０１～２０３） 
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■３階ロビー（ホワイエ：北側）パネル展示コーナー・NETIS等登録技術 
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４．広報 

１）広報活動 

 
種別・内容 方 法 時 期 摘 要 

チラシ配布 

報告技術募集用 

（北技ＨＰ掲載） 
配布・募集 

5月 13日～ 
実行委員会 

主催機関・団体 聴講募集用 

（紙・電子データ） 
7月 20日～ 

定期刊行誌 
北陸の建設技術 掲載 

8月号（聴講募集）  

11月号（開催結果）  

各主催機関・団体 掲載依頼 適宜  

記者クラブ 

新潟県政記者クラブ 

記者発表 9月 15日 
開催概要 

プログラム 

新県政記者クラブ 

富山県政記者クラブ 

石川県政記者クラブ 

山形県政記者クラブ 

長野県政記者クラブ 

福島県政記者クラブ 

岐阜県政記者クラブ 

福井県政記者クラブ 

建設専門誌 

新潟県、富山県、石川県 

山形県、長野県、福島県 

福井県 

   

ホームページ 
北陸技術事務所 

開設・運用 

5月 13日～（報告技術募集）  

7月 20日～（聴講募集）  

各主催機関・団体 適宜  

 

２）広報等掲載一覧 

■新聞報道 

掲載紙 発行機関 掲載月日 

日刊建設工業新聞 日刊建設工業新聞社 
平成22年 9月 17日（金） 

平成22年 11月 9日（火） 

建設通信新聞 日刊建設通信新聞社 平成22年 10月 4日（月） 

建設工業新聞 北陸工業新聞社 平成22年 10月 1日（金） 

■定期刊行誌 

掲載紙 発行機関 掲載号 

北陸の建設技術 北陸地方建設事業推進協議会 8月号（聴講募集）、11月号（開催結果） 

ゆう (社)日本土木工業協会北陸支部 49号（11月発刊掲載予定） 

あかしや通信 (社)日本建設機械化協会北陸支部 2011.3月号（4月発刊掲載予定） 

■ホームページ 

掲載機関 ホームページアドレス 掲載コンテンツ 

(社)日本建設機械化協会北陸支部 http://www.niigata-inet.or.jp/jcmahoku/ 
「What's news」 

「トップ（バナー掲載）」 

(社)新潟県融雪技術協会 http://www.yuusetsu.com/ 「トップ（バナー掲載）」 

(社)北陸建設弘済会 http://www2.hokurikutei.or.jp/ 
「お知らせ」 

「トップ（バナー掲載）」 

国土交通省新潟港湾空港技術調査事務所 http://www.gicho.pa.hrr.mlit.go.jp/ 「トップ（バナー掲載）」 

国土交通省北陸技術事務所 http://www.hrr.mlit.go.jp/hokugi/ 「トップ（バナー掲載）」 
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３）広報等掲載状況 

■新聞報道 

日刊建設工業新聞 平成22年 9月 17日（金） 

 
 

建設工業新聞 

建設通信新聞 平成22年 10月 1日（金）                   平成22年 10月 4日（月） 

 
 

 

平成22年 11月 9日（火） 
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■定期刊行誌 

「北陸の建設技術 ８月号」裏表紙（北陸地方建設事業推進協議会） 

 

「北陸の建設技術 11月号」トピックス（北陸地方建設事業推進協議会） 
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 ■ホームページ 

(社)日本建設機械化協会 北陸支部 

 
 

(社)新潟県融雪技術協会 
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(社)北陸建設弘済会 

 
 

国土交通省 新潟港湾空港技術調査事務所 

 

 

 
 
 
 
 

国土交通省 北陸技術事務所 
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 ■広報・製作物等 

■チラシ Ａ４判 

        （報告技術募集用）                 （聴講募集用） 

 
 

■報文集－ＰＤＦ版（ＣＤ－Ｒ） 

         （表紙）                       （目次） 
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５．アンケート 

 次回以降の開催の参考とするため、聴講者を対象にアンケート調査を実施した。 

１）設問内容 

        （オモテ面）                     （ウラ面） 

２）配布・回収 

 アンケートは受付時に聴講者に配布し、第１会場及び第２会場前ロビー（ホワイエ）に設置した回収箱

により回収を行った。 なお、アンケート回収率は以下のとおりである。 

〈アンケート回収率の推移〉

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

第1回

1995年

第2回

1996年

第3回

1997年

第4回

1998年

第5回

2000年

第6回

2001年

第7回

2002年

第8回

2003年

第9回

2004年

第10回

2005年

第11回

2006年

第12回

2007年

第13回

2008年

第14回

2009年

第15回

2010年  

官公庁 民間 不明 計

配布数 74 444 0 518

回答数 17 152 2 171

回収率 23.0% 34.2% － 33.0%
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３）アンケート結果概要 
 
【アンケート配布・回収結果】まとめ
　①アンケート配布数は５１８枚、回収数は１７１枚、回収率は３３％。
　②アンケート回収率の推移は前ページのグラフのとおり。

問１．職業及び分野、参加者の住所等
　①参加者の職業・職種は、約９割が民間。
　②参加者の主な分野では、道路４６％・河川３８％・港湾空港５％の順。
　③参加者は、富山県内が４４％で、新潟県内２８％、石川県内１９％の順。
　④報告会を何で知ったかは、協会・団体の案内が約７割、HPは約１割。

問２．新技術の導入及び分野、新技術導入の障害
　①建設事業への新技術導入の必要性について、８割以上が感じている。
　②どの分野に必要性を感じているかについては、「良いものを安く」が３２％、
　　「環境の保全と創造」が３１％、「自然災害からの安全確保」が１９％、
　　「雪に強い地域づくり」が１２％、「ゆとりと福祉」が４％。
　③新技術導入の障害となっているのは、「経費的なもの」が３４％、
　　「積算体系等制度的なもの」が２９％、「新技術に関する情報不足」が２７％。

Ｈ２１年度と同じ

問３．今回の報告会を聴講して、特に現場で採用してみたい技術や興味を
持った技術

        第１位・・・１７票（7.0％）
『環境にやさしいPETセグメントの開発と実用化』（清水建設㈱　土木技術本部　シールド統括部）

        第２位・・・１７票（7.0％）
『メンテナンス対応型消雪パイプブロックの改良について』（㈱興和　水工部）

        第３位・・・１５票（6.1％）
『延長床版システムプレキャスト工法』（㈱ガイアートT･K　本社　技術部）

問４．今後の報告会と開催時期、開催場所、発表時間
　①今後もこの報告会があった方が良いかについて、「思う」が約９割。
　②開催時期について、「今の時期が良い」が約８割、「その他の時期」が１割。
　③開催地について、「新潟県、富山県、石川県の順」が約６割で「今回の開催地」が４割。
　④報告技術１題あたりの発表時間（１５分）について、「適当」が約８割。
　⑤発表時間の「その他」の意見として、１課題、２０分～３０分が合計１９名。

問５．基調講演について
　①「基調講演」をお聞きになって感じたこと等、意見について、特徴としては下記のとおり。
　　・遠い異国の地、日本で30年の永きに渡り、治山治水に尽力した技術者として「やりとげる」とい

う姿勢に感銘を受けた。
　　・明治期に諸外国の先進技術を取り入れようとした国策が近代化に役立った事実を再認識した。

我々も新技術導入へ積極的に取組むべきと思う。
　　・富山県の河川事業についての歴史を感じた。
　　・外国人の先人の努力があったことを知れて良かった。
　　・もう少し具体的（技術的）な内容がよい。
　　・技術的な話が少なかった　
　②今後もこのような「基調講演」があった方が良いかについて、約８割が賛同。
　③その他の意見として、「質疑応答の時間がほしい」
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問６．報告会の報告形式や会場設営などについての意見について、特徴として

　　は下記のとおり。
　①報告形式について
　　・２箇所に会場が分かれていて、興味がある方へ動けてよかった。
　　・技術報告数が多すぎる。
　　・２会場で同時進行しているので、選択が難しい。
　　・２会場の移動に時間が必要であるため、発表の間に時間を空けた方がよい（２～３分）。
　　・プログラム毎に会場の行き来が自由になればよい。
　　・まとめて質問するよりも、発表の都度、質問時間をとった方がよい。
　②会場設営について
　　・会場の選択はとても良い。
　　・駐車料金を必要としない会場がいい。
　　・会場（ホール）の床の歩行音が気になった。
　③その他について
　　・発表技術の全てのパネル展示があった方がよい。また、連絡先等分かればなお良い。
　　・開発メーカーとの交流場所（時間）があってもよいのでは。
　　・パネル展示及びNETISパンフレット配布の場所で、担当者からもう少し詳しい説明を聞きたい。
　　・事前にテキストがHPからダウンロードできればよい。その方が当日の講演やQ＆Aが実のある
　　　ものとなる。
　　・資料がなく、パワーポイントだけでの説明では質問ができない。

問７．パネル展示、NETIS登録技術パンフレット配布
　①新技術を紹介するパネル展示については、「あった方が良い」が８４％。
　②技術パンフレットについては、「配布を行った方が良い」が８２％。

問８．ＣＰＤ／ＣＰＤＳ認証プログラム登録について
　①ＣＰＤ／ＣＰＤＳの認証プログラムについて、「登録したほうが良いと思う」が８２％。
　　・技術系職員の参加が多くなると思うので登録した方がよい。
　　・継続教育は今後の技術の継承の観点から非常に重要である。その証として、このような単位制
　　　度はあってよいと思う。
　　・午前、午後に分けて登録することもあってよい。

問９．報告会について感じたことについて、特徴としては以下のとおり。
　　・技術・技能の伝承や技術力低下、技術者不足、高年齢化などが問題となっている中、日々進歩
　　　している技術への認識と交流が重要である。今後もこういう報告会の場をふやしてもらい、業
　　　界や技術者が常に切磋琢磨していけるよう望みます。
　　・新技術に触れる良い機会だったと思う。各会社の方向性が分かりおもしろいと感じた。
　　・新技術の情報が得られ非常に役に立った。実施するには設計変更が伴うので、発注者も柔軟に
　　　対応してもらいたい。
　　・他社の取り組みが分かった。これらの発表を聞くことで、今取組んでいる仕事の材料になれば
　　　いいと思う。
　　・携帯電話をマナーモードにするという基本を守れない聴講者が沢山いるので注意喚起をうなが
　　　してほしい。
　　・昼食（弁当）が注文できるとよい。
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４）設問別集計結果 

 各設問の集計結果は以下のとおりである。 

 

問１
①あなたの職業・職種は。

Ａ．国土交通省 7

Ｂ．県 10

Ｃ．市町村 0

Ｄ．公団 0

Ｅ．Ａ～Ｄに属さない官公庁 0

Ｆ．建設関連の会社(技術職) 137

Ｇ．建設関連の会社(事務職) 4

Ｈ．建設関連の協会・団体 11

Ｉ．その他 1

未回答 1

計 171

その他

　  ・土木建設コンサルタント（１）

②あなたは主にどの分野のお仕事に携わっていますか。

Ａ．河川 38

Ｂ．道路 92

Ｃ．砂防 19

Ｄ．港湾空港 11

Ｅ．営繕 1

Ｆ．上下水道 8

Ｇ．共通 19

Ｈ．その他 11

未回答 4

計 203

共通

　・土木工事全般（１）

　・建設環境（１）

　・橋梁（１）

　・未回答（１６）

その他

　・発電水力（１）　・検査（１）

　・都市計画（１）　・鉄道（１）

　・環境安全（１）　・道路設備管理（１）

　・経営（１）　　　・未回答（４）

Ｇ．建設関連の

会社(事務職)

2%

Ａ．国土交通省

1%

Ｅ．Ａ～Ｄに属さ

ない官公庁

0%

Ｄ．公団

0%

Ｃ．市町村

0%

Ｂ．県

10%

Ｈ．建設関連の協

会・団体

6%

未回答

1%
Ｉ．その他

1%

Ｆ．建設関連の会

社(技術職)

80%

Ｇ．共通

9%
Ａ．河川

38%

Ｅ．営繕

0%

Ｄ．港湾空港

5%

Ｃ．砂防

19%
Ｂ．道路

46%

Ｈ．その他

5%
未回答

2%
Ｆ．上下水道

4%
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③どちらから来られましたか。

Ａ．富山市内 31

Ｂ．富山市を除く富山県内 45

Ｃ．新潟県 47

Ｄ．石川県 32

Ｅ．その他 12

未回答 4

計 171

富山市を除く富山県内

　・高岡市（７）　・魚津市（４）

　・砺波市（３）　・射水市（２）

　・黒部市（２）　・南栃市（１）

　・氷見市（１）　・立山市（１）

　・朝日町（１）　・未回答（２３）

その他

  ・東京都（５） 　・福井県（３）

　・福島県（１）　 ・長野県（１）

　・未回答（２）

④この報告会を何で知りましたか。

Ａ．協会・団体からの案内 123

Ｂ．ホームページ 14

Ｃ．チラシ 2

Ｄ．国土交通省・県からの案内 25

Ｅ．くちこみ 1

Ｆ．その他 7

未回答 3

計 175

その他

  ・会社（１４）

　・発表者（１）

　　・建設コンサルタンツ（１）

　・未回答（１）

⑤この報告会へのあなたの参加回数は

Ａ．初めて 111

Ｂ．２～５回 53

Ｃ．５～１０回 5

Ｄ．１０回以上 1

未回答 1

計 171

未回答
2%

Ａ．協会・団体

からの案内

70%

Ｅ．くちこみ
1%

Ｄ．国土交通

省・県からの案

内
14%

Ｃ．チラシ

1%

Ｂ．ホームペー

ジ
8%

Ｆ．その他
4%

Ｂ．２～５回

31%

Ｃ．５～１０回

3%

Ｄ．１０回以上
1% 未回答

1%

Ａ．初めて
64%

Ａ．富山市内

18%

Ｅ．その他

7%

Ｄ．石川県

19%

Ｃ．新潟県

28%

Ｂ．富山市を除

く富山県内

26%

未回答

2%
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問２
　①建設事業への新技術導入の必要性についてどう思われますか。

Ａ．必要性を感じる 133

Ｂ．多少感じるが急務の問題で
　　はない

35

Ｃ．特に問題意識はない 3

計 171

Ａ．雪に強い地域づくり 57

Ｂ．良いものを安く 107

Ｃ．自然災害からの安全確保 53

Ｄ．環境の保全と創造 88

Ｅ．ゆとりと福祉 18

Ｆ．その他 4

未回答 2

計 329

その他

　・メンテナンス技術（１）

　・外観、景観（１）

　・高くとも良いものを（１）

　②どの分野に必要性を感じますか？（複数回答有り）

未回答
1%

Ａ．雪に強い地

域づくり

17%
Ｅ．ゆとりと福祉

5%

Ｄ．環境の保全

と創造

27%

Ｃ．自然災害か

らの安全確保

16%

Ｂ．良いものを

安く

33%

Ｆ．その他

1%

Ｂ．多少感じるが

急務の問題で

　　はない

20%

Ｃ．特に問題意

識はない

2%

Ａ．必要性を感じ

る

78%
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③新技術導入の障害となっているものがあるとすれば、それは何ですか。（複数回答可能）

Ａ．経費的なもの 70

Ｂ．積算体系等制度的なもの 59

Ｃ．新技術に関する情報不足 53

Ｄ．その他 15

未回答 3

計 200

「Ｄ．その他」の内容

・特許工法への無理解（発注者）

・実績がないと導入自体難しい（２）

・発注者の理解、協力

・主たる分野で対応のない工種があり、加点にならないため

・関係者の意識

・品質確保と検証方法

・組織形態及び判断のできる体制がない

・発注機関の柔軟な対応ができない（決定権限は課長クラス）ことと処理能力不足

・発注者は実績にこだわっているので、実績と比べて品質が劣らないことが証明出来るものが必要

・施工中に実際に使うにあたり、重箱の隅をつつくがごとく報告を求められる

　　（メーカーの登録情報の結果と違うのは施工会社の責任なのか）

・開発会社の自己満足的な技術が多く、ニーズを理解していない。

・特定の工法を指定した契約が難しい。性能発注の普及などが必要と思う。

問３

        第１位・・・１７票（7.0％）

      『環境にやさしいPETセグメントの開発と実用化』（清水建設㈱　土木技術本部　シールド統括部）

        第２位・・・１７票（7.0％）

      『メンテナンス対応型消雪パイプブロックの改良について』（㈱興和　水工部）

        第３位・・・１５票（6.1％）

      『延長床版システムプレキャスト工法』（㈱ガイアートT･K　本社　技術部）

　今回の報告会を聴講して、特に現場で採用してみたい技術や興味を持った技術及び
　関心の高かった技術を３題選んでご記入下さい。

Ｂ．積算体系等

制度的なもの

29%

Ｃ．新技術に関

する情報不足

27%

Ｄ．その他

8%

未回答

2%

Ａ．経費的なも

の

34%
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問４
①今後もこの報告会があった方が良いと思いますか。

Ａ．思う 152

Ｂ．思わない 1

Ｃ．内容による 16

未回答 2

計 171

 ■「Ｂ.思わない」に○を付けた方

 ■「Ｃ.内容による」に○を付けた方

③開催時期はいつが良いと思いますか。

Ａ．今の時期が良い 112

Ｂ．その他 47

未回答 12

計 171

その他

　・４月（５）　・５月（１３）

　・６月（１３）・７月（１）

　・８月（１）　・１０月（２）

　・２月（３）

　・４～５月（５）・５～６月（４）

　・５～７月（１）・１０～１１月（１）

　・冬頃（１）

意見

　・中間決算期を避けてほしい

・施設の維持・補修のための技術、あるいは体系的な報告。

 ・技術開発は時間的制約をしないことが重要。常に進めることで毎年開催する必要はない。　

　一長一短で開発は無理なことから、3年インターバルがベター

・北陸に特化した技術（雪、寒冷）に絞った方が興味をもたれると思う。

・発表された技術をどのように採用していくのか、行政がそのためにどのような対策をするのかも

　含めた報告会にした方がいいと思う。

・実際に自分の工事で採用できそうか、そうでないかが問題であるため。

・機械設備、電気設備的なものも含めてほしい。

②上記①で「Ｂ．思わない」に○をされた方はその理由を、「Ｃ．内容による」に○を
　付けた方はどのような内容を望まれますか？

・非常によい工法が発表されたが、コスト面への話が少なかったため、どのくらい従来工法に
比べると経済的なのか分からなかった

・CPDS取得のため、類似に多く参加している。

　　・新技術の情報はNETISなどデータベースで入手できる。多くの手間暇をかけて発表会を行うのは

　　　今の時代、企業を取り巻く環境に合わないのでは

Ａ．思う
89%

未回答

1%Ｃ．内容による
9%

Ｂ．思わない

1%

未回答

10%

Ｂ．その他

13%

Ａ．今の時期が
良い

77%
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④開催地についてどのようにお考えですか。

Ａ．今回の開催地で良い 65
Ｂ．新潟県、富山県、
　　石川県で順番に開催

93

Ｃ．その他 2

未回答 11

計 171

その他

　・石川県（１）

　・場所に制約はない（１）

⑤報告技術１題あたりの発表時間についてお聞かせ下さい。

Ａ．長い 2

Ｂ．適当 139

Ｃ．短い 20

未回答 10

計 171

 ■「Ａ.長い」に○をされた方

・１０分（１）

 ■「Ｃ.短い」に○をされた方
※意見

・２０分（９） ・１５分では短すぎる

・２５分（２） ・休憩時間が必要

・３０分（８） ・テンポが良い

⑥上記⑤で「Ａ．長い」または「Ｃ．短い」に○をされた方は適当と思われる時間を
　ご記入下さい。

Ａ．長い

1%

未回答

6%

Ｃ．短い

12%

Ｂ．適当

81%

Ａ．今回の開催

地で良い

38%

Ｂ．新潟県、富

山県、

　　石川県で順

番に開催

55%

Ｃ．その他

1%

未回答
6%
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問５①　今回、基調講演をお聞きになって感じたこと等、意見をお聞かせ下さい。

◆ 講演の内容について

・ 外国人の先人の努力があったことを知れて良かった

・ 現場体験者の報告があれば良い

・ 外人に直接技術提供してもらっていた事実が分かった（２）

・ 面白かった

・ 勉強になった（２）

・ その県の郷土話を聞けて良かった

・ 良かった（２）

・ もう少し富山における技術的に突っ込んだ内容もあっても良いかと思った

・ 自分の全く知らなかった事であり、大変興味を感じる（３）

・ 富山県の河川事業についての歴史を感じた（３）

・ 遠い異国の地、日本で30年の永きに渡り、治山治水に尽力した技術者として「やりとげる」という姿勢に感銘を受けた

・ 日本の土木に関係した外国人に30年も働いてくれた人がいたのに驚いた

・ 常願寺川の治水に関する関係者の話を聞くことができ、大変参考になった（3）

・ 富山の治水河川の歴史を語り継いでほしい

・ 土木技術の歴史を聞くことは当事者として非常に興味深い。次回も同様の内容が準備されればと思う

・ 土木技術の成り立ちについて探究するためのきっかけとなった

・
基調講演は良かった。特に富山では黒部の電力事業や立山砂防において建設（土木）との関連が深い。技術者はこれまでの土木
に関する歴史認識を強く持つべきであり、関係団体は広く内外にPRすべきである。もう少し時間がとれ、掘り下げた話も聞きたかった

・ 当業種に携わり約25年になるが、改めて土木技術の歴史と社会貢献の偉業を痛感した

・ 古い文献は参考になった。土木史に関心を持つようになった

・
明治期に諸外国の先進技術を取り入れようとした国策が近代化に役立った事実を再認識した。我々も新技術導入へ積極的に取組む
べきと思う

・ 分かりやすく、よく理解できた（２）

・ オランダ技士の日本での技術指導を説明されたが、常願寺川の各種指導までの時間配分が悪く、肝心な部分が聞けなかった

・ 土木の歴史の話を聞けて良かった（２）

・ 技術的な話が少なかった（２）　写真が少なかった

・ 本県の砂防工事の祖デ・レーケの略歴等を知ることができた

・ 先人も治山・治水について同じように考えていたことを知った。基本は変わらないのだと思う

・ もう少し具体的（技術的）な内容がよい。（２）　賃金などどうでもよい

・ 道路にあまりかかわりのない話なので初めて聞く話が多く、それなりに勉強になった

・ 最先端技術の必要性を感じた

・ 全く意味が分からなかった（１）　よく分からなかった（１）

・ 技術史（歴史）を勉強したくなった。建築史はあるが土木史はない

・ 富山の土木技術の経緯の一部が分かった

・ 偉業を行った人の紹介となった

・ プレゼン資料にもう少し当時の状況、現在の状況の写真等があれば面白かったと思う（２）

・ 公演の話が前半がやや冗漫で間延びしているように感じた

・ 面白くない

・ 治水対応は河川だけでなく流域の植栽が必要

・ 他分野からの土木事業に関する考え方がうかがえる点で興味深いものがある

・ 有意義だった

・ コンパクトにまとめてあるから良い

 

 

 



- 40 - 

②今後もこのような記念講演があった方が良いと思いますか。

Ａ．思う 130

Ｂ．思わない 4

Ｃ．内容による 18

未回答 19

計 171

 ■「Ｂ.思わない」に○をされた方

　・道路技術者には興味なし。全技術者対応したテーマはない。

　・団体による書籍などでコラムとなるような内容であり、建設技術の報告にはあっていない。

 ■「Ｃ.内容による」に○をされた方

　・歴史だけでなく、技術的な内容も入れてほしい

　・特に土木建設等に関係のないものでもよいと思われる

　・本を読んで知り得る内容はいらない

　・現代に合った内容

　・土木工事の先達者の創意工夫

　・もう少し工学・理学的な観点での基調講演をお願いしたい

　・建設業の現状とかの方が良いと思う

　・講演内容が分かりづらかった。音響が原因なのか、声が聞きづらかった。

　・異業種の方からみた建設分野への提言といったニュアンスのもの

　・年配の方だと時間調整が難しいのでは？

　・写真は仕方ないが、周辺を歩く人がうるさい。周辺が騒がしく不愉快

　・技術以外の知識を得ることが出来るため続けて頂きたい

③上記②で「Ｂ．思わない」に○をされた方はその理由を、「Ｃ．内容による」に○を
　された方はどのような内容を望まれるかをご記入下さい。

◆　その他意見など

　・マイクの音が小さい

　・音響がやや悪くて聞き取りにくかった（３）

　・話としては興味深い内容だが、基調講演というべき内容か？

　・内容は良かったが聞きづらかった

　・内容がそぐわないと思う

　・発表時間が短い（２）

　・質疑応答の時間がほしい

Ｂ．思わない

2%

Ｃ．内容による
11%

未回答
11%

Ａ．思う

76%
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◆ 報告形式などについて

・ 技術報告数が多すぎる

・ ２会場で同時進行しているので、選択が難しい

・ ２会場の移動に時間が必要であるため、発表の間に時間を空けた方がよい（２～３分）

・ まとめて質問するよりも、発表の都度、質問時間をとった方がよい

・
各報告時間が15分と余裕がなく、うまくまとまらないケースもみられる。また、聴講する側も件数が多く、負担も感じる。よって１件あた
りの報告時間を20～25分程度に延ばし、件数は減らした方がよい

・ 今後も社会資本整備への財政難は続くと思われるが、新技術や新工法を維持管理面に活用している内容を紹介してほしい

・ 手元に資料がほしい

・ プログラム毎に会場の行き来が自由になればよい

・ 各会場の各グループをなるべく分野別（トンネル、橋梁、砂防、海岸など）としてほしい（３）

・ １発表に付き１質問の方が良いと思う

・ 第１と第２会場で５分程度プログラムをずらせばよいと思う。冒頭部分が移動で聞けない

・ 第１会場は感想関係で偏っていたと思う

◆ 会場設営などについて

・ 駐車料金を必要としない会場がいい

・ 駐車場のある会場が望ましい（２）

・ メモが取れるよう、机のある会場の方がよい

・ 会場（ホール）の床の歩行音が気になった。

・ 会場の選択はとてもよい（２）

・ 第１会場と第２会場の座席の違い。第２会場は拷問みたい

・ ２箇所の会場で行われるため、聴講したい内容に合わせて移動しやすい会場の配置にしてほしい

・ パネルブースに仕切りを設けたほうがよい。そうするとテレビやビデオを放映できる（名古屋建設テクノフェア参照）

・ 会場も立派で特に問題ないと思われる

◆ その他

・ 初めて出席したが、報告会については良いと思う

・ 居眠りをしている者のイビキが気になった（周りの者が起こしてやるべき）

・ 有料でもよいので報告集がほしい

・ 携帯電話をマナーモードにするという基本を守れない馬鹿が沢山いるので注意喚起をうながしてほしい

・ CPDSのためか、従来より来場者、聴講者が多く、これからもこの形式で継続してほしい

・ 論文集の配布方法

問６．　この報告会の報告形式や会場設営などについてご意見がありましたらご記入下さい。
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問７．
①今後も新技術を紹介するパネル展示があった方が良いと思いますか。

Ａ．思う 143

Ｂ．思わない 4

Ｃ．内容による 9

未回答 15

計 171

②今後もNETISに登録されている技術パンフレットの配布を行った方が良いと思いますか。

Ａ．思う 140

Ｂ．思わない 7

Ｃ．内容による 9

未回答 15

計 171

Ａ．思う

84%

未回答

9%

Ｃ．内容による
5%

Ｂ．思わない

2%

Ａ．思う

82%

未回答

9%Ｃ．内容による

5%

Ｂ．思わない
4%
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問８．
①ＣＰＤ／ＣＰＤＳ認証プログラム登録の良否

Ａ．思う 141

Ｂ．思わない 3

Ｃ．判らない 12

未回答 15

計 171

 ■自由意見

　・発表者のみでよい

　・国交省が絡むものは全てCPD/CPDSにすべき

　・顧客のニーズの多様性によりマッチした施工ができるので、継続教育（国指導の）は十分意義がある。

　　できれば数多くするのではなく、個々の四半期ごとにプログラムを替えて実施する方がよいのでは。

　・他の報告会の方法と何も変わらない。内容もただの報告レベルである。

　・午前、午後に分けて登録することもあってよい。

　・CPD/CPDS登録は聴講した報告のみの時間に与えるのがよい。会場にいるだけにはギモン。

　・時代進歩が分かる。

　・技術系職員の参加が多くなると思うので登録した方がよい。

　・居眠りをしている者、全てを聴講していない者など、不適切な者は認証しないようにすべき。

　・土木技術者が参加する機会を与える意味で認証プログラムの登録は大変いいと思う。

　・継続教育は今後の技術の継承の観点から非常に重要である。その証として、このような単位制度は

　　あってよいと思う。

Ａ．思う

82%

未回答

9%

Ｃ．判らない
7%

Ｂ．思わない

2%
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・ 昼食（弁当）が注文できるとよい（２）

・ 今後も年２回くらい実施してほしい

・ スライドだけでなくパンフレットがあり分かりやすかった

・ 16：00に終るようにしてほしい

・ 発表技術の全てのパネル展示があった方がよい。また、連絡先等分かればなお良い

・ プレゼンの勉強になった

・ 10/6のように同じ地整内で別の発表会はまずい

・ 開発種類分け発表するのも良いと思う。

・ 開発メーカーとの交流場所（時間）があってもよいのでは。

・
発注機関（特に実務を担当している若手）の参加を強く望む。現状のままでは新技術のアピール（発進）がなされているだ
けで、採用（受諾）がなされていない

・ 報告会自体の報告内容資料が少なすぎる。せめて報告の原稿をコピーして紙なりDVDにして配布してほしい。

・ サイト内容の充実化をお願いします

・ 参考になった（２）

・ 動画で説明されると分かりやすくてよい。粗いグラフなどは見にくい

・ パネル展示及びNETISパンフレット配布の場所で、担当者からもう少し詳しい説明を聞きたい

・ 新技術に触れる良い機会だったと思う。各会社の方向性が分かりおもしろいと感じた

・
パネル内容が少なく、パンフレットの欲しいものが無くなっていた。ハイウエイフェアのようにもう少し規模を大きくしてもら
いたい

・ もっと実用的なものがあれば興味がわくのではないか

・ 評価（評判などを含む）の高い新技術については、過去の発表例であっても、繰り返し取り上げてもらえるとよい

・ 範囲が広く、分からない部分も多かった

・ 事前にテキストがHPからダウンロードできればよい。その方が当日の講演やQ＆Aが実のあるものとなる

・ 資料がなく、パワーポイントだけでの説明では質問ができない

・ なかなか質問が出ない。（会場が広いのか）

・ 年ごとにテーマを決めて同じような技術を一堂に会したらどうか

・ 会場での発表はしやすかった（発表者より）

・ ２箇所に会場が分かれていて、興味がある方へ動けてよかった（２）

・ 発表者の声が聞きづらい時があった（声が小さいため）ので、ハンディマイクの使用も検討してほしい

・ もう少し分科化を行って（４分科程）、興味のわくテーマを集めたほうが良いのでは

・ 講演がよかった

・
以前のようにレジュメを配布しないのなら、せめて登録者だけでもいいからHPからダウンロードできるようにして欲しい。
何もなければ何も使えない

・ 中間決算期を外すともっと多くの人が参加できるのでは？

・ 電気、機械系もあったほうがよい

・ カメラマンが多すぎる。講義の邪魔になっている。靴音もチョコマカ目障りである。各団体か分からないがまとめたらよい。

・ 特殊な工法が多いので一般的な工種での新技術があれば参考になる

・ 新技術の情報が得られ非常に役に立った。実施するには設計変更が伴うので、発注者も柔軟に対応してもらいたい

・ 技術報告された方々に対し、事前準備を含め大変苦労したと思います、お疲れ様でした。

・ 地元（魚津市）中小企業の新技術があれば聞いてみたい

・ 新技術の開発と報告に今後も御尽力お願い致します

・ 発表内容についてはNetで公開していただければ講習会に出席できない場合、後日確認できる

・ 発表の最後に「お問い合わせは○○○へ」といった営業行為とも思われる発言は好ましくないのではないか

・ 他社の取り組みが分かった。これらの発表を聞くことで、今取組んでいる仕事の材料になればいいと思う

・
技術・技能の伝承や技術力低下、技術者不足、高年齢化などが問題となっている中、日々進歩している技術への認識と
交流が重要である。今後もこういう報告会の場をふやしてもらい、業界や技術者が常に切磋琢磨していけるよう望みます

・ 会場の写真係の靴の音がうるさい。

問９．　その他、この報告会について感じたことがありましたらご記入下さい。

 

 

 


